
福祉のひろば
　町では，町民が明るく健康で生きいきとした生活が送れるように，様々

な福祉サービスを行なっています。今回は，高齢者が介護状態となった場

合のサービスと，児童福祉(育児手当)事業についてお知らせします。

家族介護用品支給事業

☆　高齢者の方が，寝たきり状態（痴呆症を含む）となりますと，紙おむつやリハ

　ビリパンツ，ドライシャンプーなど，さまざまな介護用品が必要となります。町

　では，これらにかかる経費を助成し，家族の経済的･精神的な負担の軽減をはかり，

　高齢者や家族の生活の維持向上をお手伝いします。　

どんな方が対象になりますか ?

 ○ 介護保険の要介護認定で，要介護４または５に該当する在宅高齢者で，町民税

　　非課税世帯に属する高齢者を介護している方を対象にします。

年間どれくらい助成されますか ?

 ○ 対象者と認定されますと，１人年間７５，０００円を限度に助成されます。

申請はどこにすればいいのですか ?

 ○ 町在宅介護支援ｾﾝﾀー　５３ー１００８  

　　または　役場　住民課福祉係　　５９－３１１１ へお問い合わせください。　

育児手当支給事業�

☆　３人以上の児童を養育している町民に育児手当を支給し，扶養の軽減と生活の

　維持向上を図ります。

どんな方が対象になりますか ?

 ○ 鶴田町に居住し，３人以上の児童を養育している方を対象にします。

助成金はどれくらいですか ?　
 ○　認定されますと，３人目から１人につき月額１０，０００円が小学校就学前ま

　で，支給されます。

　　支給月は，４月，８月，１２月で，それぞれ前月までをまとめて支給されます。

申請はどこにすればいいのですか ?

 ○ 役場　住民課福祉係で申請してください。�

　　詳しくは ５９－３１１１ （内線１２７）へお問い合わせください。
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